
　当第2四半期の半導体市場は、新型コロナウイルス感染症の収束が見えず、
緊急事態宣言の延長など活動制約の継続が消費の重石になっておりますが、
パソコン、スマートフォン、タブレット、ゲーム機等の好調に加えて、自動
車向けも需要拡大が続いております。併せて、データセンター関連等の投資
が堅調であることから、DRAM及びNANDフラッシュの需要拡大など良好
な事業環境となりました。世界半導体統計においても2021年半導体市場予
測が上方修正されており、広範囲な製品及び用途にて、強い需要が続いてい
ることが反映されたものと考えております。FPD市場においては、巣ごもり
需要の影響により、ノートパソコン、スマートフォン、タブレット、モニ
ター等の需要拡大により上昇していたパネル価格に一服感こそ出ているもの
の、引き続き底堅い需要が見込まれ、設備投資も順調に回復しております。
　このような事業環境において、半導体やFPDのテストへの需要も高まり、
特に当社主力製品であるメモリ向けプローブカードの受注、売上を大きく
伸ばすに至りました。
　この結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高17,554百万
円、営業利益3,839百万円、経常利益4,045百万円、親会社株主に帰属する
四半期純利益2,793百万円となりました。
　株主の皆様におかれましては、引き続き、ご理解とご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

株主の皆様におかれましては、
平素より格別のご厚情を賜り、
厚く御礼申し上げます。

To Our Shareholders

本株主通信は2020年12月末時点での株主の皆様にお送りいたしますことをご了承ください。

株 主 ・ 投 資 家 の 皆 様 へ

長谷川 正義代表取締役社長

2021年12月期第2四半期業績のご報告 
（2021年1月1日〜2021年6月30日）株主通信
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営 業 利 益 （ 百 万 円 ）

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益（百万円）
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　売上高は、引き続きデータセンター関連やモバイル分野
での需要が堅調であることから、メモリ向けプローブカー
ドが好調に推移いたしました。利益面においても、高水準
な受注により安定した稼働が続い
たことで堅調な利益水準とな
りました。この結果、売上高は
16,886百万円、セグメント
利益は4,851百万円となりま
した。

　売上高につきましては、プローブユニットが安定的なビ
ジネスを継続しました。利益面では、在庫評価損引当金が減
少しました。この結果、売上高は668百万円、セグメント損
失は41百万円となりました。

本社　〒180-8508　
	 東京都武蔵野市吉祥寺本町2-6-8
HPアドレス　https://www.mjc.co.jp/

　当社では、大きな自然災害や緊急事態発生時に人命の安全確保と中核事業の継続や早期復旧の
ため、BCP（事業継続計画）を策定し、運用しています。その一つとして国内全拠点を対象に、
災害時を想定した安否確認訓練を年2回実施しています。また、社内のリスクマネジメント委員会
において、リスクの洗い出し、優先順位・担当区分の確認などを定期的におこない、リスクの低
減を図っております。「災害は必ず発生する」ということを全社員で認識し、企業としての社会的
責任を果たすべく、災害などに強い体制を構築し、日々活動に取り組んでおります。
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5,800百万円第4四半期（累計）

6,100百万円第3四半期（累計）

8,000百万円第4四半期（累計）

売 上 高 営 業 利 益 親会社株主に帰属する四半期純利益

27,800百万円第3四半期（累計）

39,200百万円第4四半期（累計）

株主名簿管理人
連 絡 先
郵 送 先

三菱UFJ信託銀行株式会社	証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1	電話0120-232-711（通話料無料）
〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社	証券代行部
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T O P I C S 日本マイクロニクスのBCP（事業継続計画）の取り組み


